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『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
思
想
に
つ
い
て

野
々
部

利

生

は
じ
め
に

い
わ
ゆ
る
真
言
宗
学
と
称
さ
れ
る
学
問
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
研
究
対
象
は
大
き
く
以
下
の
も
の
に
分
類
さ
れ
よ
う
。

・『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
（
１
）
』（
以
下
、『
大
日
経
』）
と
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
（
２
）
』
の
両
部
大
経
を
は
じ

め
と
す
る
経
典
・
儀
軌

・
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
を
は
じ
め
と
す
る
諸
師
先
徳
の
著
作
・
口
決
類
等

東
密
に
お
い
て
、
空
海
撰
『
即
身
成
仏
義
（
３
）

』
を
始
め
空
海
の
著
作
に
対
し
て
注
釈
を
行
う
こ
と
が
始
ま
っ
た
の
は
、
南
岳
房
済
暹

（
一
〇
二
五
〜
一
一
一
五
）
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
見
解
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
空
海
が
教
学
を
大
成
し
た
た
め
に
、
さ

ら
な
る
教
学
研
究
は
深
化
せ
ず
、
主
に
事
相
の
法
流
が
発
展
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
空
海
入
定
よ
り
済
暹
が
活
躍
す
る
ま
で

の
間
に
活
躍
し
た
諸
師
の
著
作
は
、
事
相
関
係
の
も
の
が
多
く
、
空
海
の
著
作
に
関
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
見
解
は
全
く
問
題
を
は
ら
ん
で
い
な
い
訳
で
は
な
い
。
そ
の
問
題
と
は
、
空
海
の
撰
述
で
な
い
に
も
拘
ら

ず
空
海
に
仮
託
さ
れ
て
伝
存
し
て
き
た
書
物
の
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
研
究
史
に
お
い
て
、
さ
ほ
ど
脚
光
を
浴
び
な
か
っ
た
傾
向
に
あ

一
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る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
空
海
仮
託
書
は
、
空
海
の
著
作
を
修
学
し
始
め
る
済
暹
の
活
躍
し
た
時
代
以
前
に
成
立
し
た
も
の
も
少
な
く

な
い
。
偽
書
で
あ
る
こ
と
を
抜
き
に
し
て
一
つ
の
文
献
と
し
て
考
え
れ
ば
、
書
物
が
成
立
し
た
当
時
の
学
風
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

大
変
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
も
っ
と
正
当
な
評
価
を
さ
れ
て
も
良
い
よ
う
に
感
じ
る
。
よ
っ
て
、
空
海
仮
託
書
を
価
値
の
な
い
偽
書
で
は

な
く
、
価
値
の
あ
る
書
と
し
て
扱
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

当
稿
で
取
り
扱
う
『
四
種
曼
荼
羅
義
（
４
）
』
も
空
海
に
仮
託
さ
れ
た
著
作
の
一
つ
で
あ
り
、
五
大
院
安
然
（
八
四
一
〜
八
八
九
〜
？
）
が
自

身
の
著
作
中
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
空
海
入
定
後
間
も
な
く
、
あ
る
い
は
そ
う
時
を
お
か
な
い
時
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
今
日
ま
で
、
あ
ま
り
研
究
対
象
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
一
連
の
仮
託
の
書
の
な
か
で
は
、
い
く
つ
か
の
論
考
が
存
在
す
る
著
名
な

も
の
と
言
え
る
（
５
）

。

そ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
主
に
他
文
献
や
安
然
の
著
作
を
通
し
て
の
考
察
が
大
半
で
あ
り
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
思
想
そ
の
も
の
を

論
じ
た
も
の
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
論
で
は
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
説
か
れ
る
思
想
を
考
察
し
、
仮
託
の
書
と
い
う
視
座
を
設
け
て
空

海
の
思
想
と
の
対
比
、
そ
の
思
想
が
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
成
立
当
時
に
存
在
す
る
意
義
な
ど
を
考
え
て
み
た
い
。

一
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
類
本
に
つ
い
て

『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
内
容
を
考
察
す
る
前
に
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
類
本
と
言
わ
れ
て
い
る
『
四
種
曼
荼
羅
義
口
決
（
６
）
』
に
つ
い
て
、

少
し
く
考
え
を
述
べ
た
い
。『
四
種
曼
荼
羅
義
』
と
『
四
種
曼
荼
羅
義
口
決
』
は
、
類
本
の
関
係
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
実
際
、

内
容
的
に
ど
の
よ
う
な
同
異
が
あ
る
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、大
ま
か
に
両
書
の
相
違
点
を
挙
げ
れ
ば
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

（
一
）
『
四
種
曼
荼
羅
義
口
決
』
は
、「
釈
名
出
体
」
や
「
形
像
真
実
相
対
門
」
な
ど
の
十
項
目
の
段
落
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

二
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（
二
）
同
じ
内
容
の
問
答
で
あ
っ
て
も
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
と
『
四
種
曼
荼
羅
義
口
決
』
で
は
、
そ
の
問
答
の
順
番
が
異
な
る
な
ど
の

構
成
の
相
違
が
あ
る
。

（
三
）
全
体
を
通
し
て
、
内
容
的
に
大
同
で
あ
っ
て
も
文
言
が
異
な
る
。

（
四
）
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
あ
っ
て
『
四
種
曼
荼
羅
義
口
決
』
に
は
存
在
し
な
い
問
答
、逆
に
『
四
種
曼
荼
羅
義
口
決
』
に
あ
っ
て
『
四

種
曼
荼
羅
義
』
に
は
な
い
問
答
な
ど
、
内
容
の
同
異
が
認
め
ら
れ
る
。

（
五
）
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
は
合
計
六
十
八
の
問
答
か
ら
成
る
の
に
対
し
て
、『
四
種
曼
荼
羅
義
口
決
』
は
七
十
五
の
問
答
で
構
成
さ
れ
、

問
答
数
の
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
四
種
曼
荼
羅
義
口
決
』
は
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
と
比
べ
て
増
広
が
見
受
け
ら
れ
る
。

以
上
、
五
点
の
相
違
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
内
容
的
相
違
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
（
五
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
は
『
四
種
曼
荼
羅
義
口
決
』
の
項
目
で
「
息
災
増
益
調
伏
敬
愛
分
別
門
（
７
）
」、「
三
部
三
点
相
配
門
并
理
智
不
二
門
（
８
）
」
の
箇
所
が
『
四

種
曼
荼
羅
義
口
決
』
で
の
み
で
見
受
け
ら
れ
、
明
ら
か
に
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
か
ら
増
広
し
た
箇
所
と
い
え
る
。「
息
災
増
益
調
伏
敬
愛

分
別
門
」
と
「
三
部
三
点
相
配
門
并
理
智
不
二
門
」
の
位
置
は
、
巻
末
よ
り
二
項
目
分
（『
弘
法
大
師
全
集
』
に
お
い
て
当
該
書
の
巻
末

よ
り
約
三
頁
量
）
で
あ
り
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
で
論
が
足
ら
な
い
問
答
を
補
足
し
て
末
尾
に
付
け
加
え
た
よ
う
な
印
象
を
覚
え
る
（
９
）

。

後
に
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
内
容
に
つ
い
て
論
述
す
る
が
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
お
い
て
息
災
・
増
益
・
調
伏
・
敬
愛
の
四
種
法
を

論
じ
る
問
答
が
あ
る
。
ま
た
、
三
部
を
三
点
に
配
当
す
る
問
答
も
あ
り
、「
息
災
増
益
調
伏
敬
愛
分
別
門
」
と
「
三
部
三
点
相
配
門
并
理

智
不
二
門
」
は
、
そ
れ
ら
の
問
答
の
補
論
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
厳
密
に
考
察
す
る
と
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
を
補
論
し
た
も
の
が

『
四
種
曼
荼
羅
義
口
決
』
な
の
か
、『
四
種
曼
荼
羅
義
口
決
』
を
簡
略
化
し
た
も
の
が
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
な
の
か
、
多
少
の
問
題
は
あ
る
。

し
か
し
、
当
稿
は
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
両
書
の
間
で
著
し
く
内
容
の
増
減
が
あ
る

箇
所
を
挙
げ
る
に
留
め
、
細
か
な
相
違
の
あ
る
箇
所
は
そ
の
都
度
、
指
摘
す
る
も
の
と
す
る
。

三
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二
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
所
説
の
四
種
曼
荼
羅
の
概
要

『
四
種
曼
荼
羅
義
』
は
、
ま
ず
四
種
曼
荼
羅
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
最
初
に

問
ふ
、
四
種
曼
荼
羅
と
は
何
ぞ
。

答
ふ
、
一
に
は
摩
訶
曼
荼
羅
、
二
に
は
三
昧
耶
曼
荼
羅
、
三
に
は
羯
磨
曼
荼
羅
、
四
に
は
達
磨
曼
荼
羅
な
り
。

（
中
略
）

問
ふ
、
漢
に
は
ま
さ
に
何
ん
が
翻
ず
べ
き
。

答
ふ
、
大
曼
荼
羅
、
平
等
曼
荼
羅
、
事
業
威
儀
曼
荼
羅
、
法
曼
荼
羅
と
云
う
べ
き
な
り）
11
（

。

※
書
き
下
し
、
改
行
は
筆
者
。
ま
た
、
漢
字
は
新
字
に
改
め
た
。
以
下
、
同
様
。

と
い
う
問
答
を
挙
げ
、
四
種
曼
荼
羅
の
梵
漢
の
翻
訳
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
以
下
の
原
文
の
ご
と
く
そ
れ
ぞ
れ
の
曼
荼
羅
の
概

念
説
明
を
す
る
。

問
ふ
、
何
が
大
曼
荼
羅
。
余
の
三
も
亦
然
な
り
。

答
ふ
、
且
く
画
造
の
諸
尊
に
於
て
は
五
大
の
色
を
以
て
影
像
を
画
作
す
る
は
大
曼
荼
羅
。
所
持
の
刀
剣
、
蓮
華
等
を
造
す
る
は
三
昧

耶
曼
荼
羅
。
捏
・
鋳
・
刻
等
の
像
は
羯
磨
曼
荼
羅
。
三
十
七
尊
等
の
種
子
の
字
を
書
く
は
達
磨
曼
荼
羅
な
り）
11
（

。

こ
れ
を
ま
と
め
る
と
【
表
一
】
の
ご
と
く
で
あ
る
。

四
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五

【
表
一
】

四
種
曼
荼
羅
の
梵
漢
の
名
と
概
念
に
つ
い
て
、平
坦
に
解
説
が
さ
れ
て
い
る
。
お
お
よ
そ
一
般
的
な
解
釈
と
見
て
取
れ
る
。
こ
の
中
で
、

羯
磨
（karm

a

）
を
「
事
業
威
儀
」
と
漢
訳
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
羯
磨
の
訳
語
と
し
て
「
事
業
」
や
「
威
儀
」
は
単
位
で
用
い

ら
れ
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
併
用
す
る
事
例
は
ご
く
稀
で
あ
る
。

「
事
業
威
儀
」
と
い
う
訳
語
は
、
経
典
や
儀
軌
と
比
較
し
て
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論）
12
（

』
を
始
め
、
空
海
の
諸
著
作
に
お
い
て
多
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
少
な
く
と
も
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
所
説
の
四
種
曼
荼
羅
は
、
空
海
の
四
種
曼
荼
羅
の
概
念
に
影
響
を
受
け
て

い
る
、
な
い
し
参
考
に
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

次
に
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
で
、
曼
荼
羅
と
い
う
も
の
の
訳
語
に
つ
い
て
詳
し
く
問
答
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

問
ふ
、
何
が
故
に
か
摩
訶
・
三
昧
耶
等
を
翻
じ
て
、
曼
荼
羅
を
翻
ぜ
ず
。

答
ふ
、
此
れ
亦
、
翻
ず
べ
し
。

問
ふ
、
何
ん
が
こ
れ
を
翻
ず
る
。

答
ふ
、
此
を
翻
ず
る
に
新
古
の
二
翻
有
り
。

問
ふ
、
其
の
二
義
、
何
ん
。

梵
語

漢
語

概
要

摩
訶
曼
荼
羅

大
曼
荼
羅

五
色
で
諸
尊
の
絵
を
描
く

三
昧
耶
曼
荼
羅

平
等
曼
荼
羅

諸
尊
の
所
持
物
を
造
る

羯
磨
曼
荼
羅

事
業
威
儀
曼
荼
羅

塑
造
・
鋳
造
・
彫
刻
な
ど
の
仏
像

達
磨
曼
荼
羅

法
曼
荼
羅

三
十
七
尊
な
ど
の
種
子
を
書
く
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答
ふ
、
古
人
は
壇
と
翻
じ
、
新
人
は
輪
円
具
足
と
翻
ず
。

答
ふ
［
問
ふ
］、
古
人
、
壇
と
翻
ず
に
は
何
の
悪
き
こ
と
有
て
か
新
人
、
輪
円
具
足
と
翻
ず
る
。

答
ふ
、
古
人
の
壇
と
は
義
単
に
し
て
具
な
ら
ず
。
新
人
、
輪
円
具
足
と
称
す
る
は
義
具
に
し
て
備
れ
り
。

問
ふ
、
壇
と
翻
ず
る
は
単
に
し
て
輪
円
と
翻
ず
る
は
具
な
り
と
は
何
ん
。

答
ふ
、
古
人
、
壇
と
称
す
る
は
唯
坦
然
と
し
て
平
な
る
義
を
の
み
取
っ
て
余
の
三
密
・
四
智
印
等
、
無
量
の
名
義
を
欠
す
。
新
人
、

輪
円
具
足
と
い
え
る
は
諸
義
理
成
就
し
て
欠
少
す
る
こ
と
無
し
。

問
ふ
、
坦
然
と
し
て
平
な
り
と
は
何
ぞ
。
輪
円
具
足
と
は
何
ぞ
や
。

答
ふ
、
坦
然
と
は
西
国
の
俗
法
、
天
尊
等
を
祭
る
に
土
を
封
じ
て
平
な
ら
し
む
る
を
壇
と
し
、
輪
円
と
は
し
ば
ら
く
車
輪
の
轂
・
輞
・

輻
具
し
て
後
、
一
輪
を
成
す
。
一
物
を
も
欠
す
れ
ば
輪
な
ら
ざ
る
が
如
し
。
故
に
具
足
と
云
ふ
。

問
ふ
、
若
し
輪
円
具
足
の
外
に
又
義
具
有
り
や
。

答
ふ
、
具
有
り
。

問
ふ
、
何
ん
。

答
ふ
、
無
過
上
・
無
比
味
等
の
義
な
り）
13
（

。

と
い
う
問
答
で
あ
る
。
曼
荼
羅
は
旧
訳
で
「
壇
」
と
翻
訳
し
、
新
訳
で
は
「
輪
円
具
足
」
と
翻
訳
さ
れ
る
。
旧
訳
は
単
純
に
神
々
を
祀
る

修
法
壇
と
し
て
の
曼
荼
羅
の
意
味
し
か
備
わ
っ
て
お
ら
ず
、
輪
円
具
足
と
は
喩
え
る
な
ら
ば
、
タ
イ
ヤ
の
ハ
ブ
・
ホ
イ
ー
ル
・
ス
ポ
ー
ク

が
合
わ
さ
っ
て
一
つ
の
タ
イ
ヤ
を
構
成
し
て
い
る
さ
ま
（
全
て
の
徳
が
備
わ
っ
て
い
る
さ
ま
）
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、（
こ
れ
以
上
、

比
較
す
る
も
の
が
な
い
た
め
）無
過
上
・
無
比
味
の
意
味
も
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』で
の
曼
荼
羅
と
は
、

壇
・
輪
円
具
足
・
無
過
上
・
無
比
味
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

勝
又
俊
教
『
弘
法
大
師
の
思
想
と
そ
の
源
流
』
で
は
、
空
海
の
曼
荼
羅
の
定
義
に
つ
い
て
諸
著
作
を
精
査
し
て
い
る
。
そ
れ
を
ま
と
め

六
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れ
ば
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

『
平
城
天
皇
灌
頂
文）
14
（

』
所
説

（
一
）
無
比
味
・
無
上
味
、（
二
）
輪
円
満
足

『
五
部
陀
羅
尼
問
答
偈
讃
宗
秘
論）
15
（

』
所
説

（
一
）
聚
集
の
義
、（
二
）
発
生
の
義
、（
三
）
醍
醐
上
味
、（
四
）
壇
の
義
、（
五
）
輪
円
具
足
の
義

『
大
日
経
疏
要
文
記）
11
（

』
所
説

（
一
）
輪
円
の
義
、（
二
）
発
生
の
義
、（
三
）
聚
集
の
義

勝
又
師
は
「
弘
法
大
師
の
理
解
し
て
い
る
曼
荼
羅
の
語
義
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
大
日
経
疏
の
説
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る）
17
（

。」
と
し
て
、
主
に
空
海
の
曼
荼
羅
と
い
う
語
の
解
釈
は
、『
大
日
経
疏）
18
（

』
の
思
想
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
四
種
曼
荼
羅
に
つ
い
て
、『
大
日
経
』
に
は
四
種
の
曼
荼
羅
は
見
い
だ
せ
ず
、『
金
剛
頂
経
』
系
統
の
経
典
に
お
い
て
初
め
て
四

種
類
以
上
の
曼
荼
羅
が
確
認
で
き
る
と
述
べ
て
い
る）
19
（

。

な
ぜ
な
ら
『
即
身
成
仏
義
』
で
「
大
日
経
に
説
か
く
、
一
切
如
来
に
三
種
の
秘
密
身
あ
り
。
謂
く
字
・
印
・
形
像
な
り）
21
（

。」
と
『
大
日

経
』
の
説
を
挙
げ
る
が
、
こ
こ
で
は
字
・
法
曼
荼
羅
、
印
・
三
昧
耶
曼
荼
羅
、
形
像
・
大
曼
荼
羅
の
三
種
の
み
で）
21
（

、
四
種
類
以
上
の
曼
荼

羅
が
確
認
で
き
る
の
は
、『
金
剛
頂
経
瑜
伽
十
八
会
指
帰）
22
（

』
や
『
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
昧
耶
経
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
釈）
23
（

』『
都
部
陀
羅
尼

目）
24
（

』
な
ど
の
『
金
剛
頂
経
』
系
の
経
典
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
勝
又
師
は
、
空
海
が
『
即
身
成
仏
義
』
な
ど
で
主
張
す
る
四
種
曼

荼
羅
と
、『
金
剛
頂
経
』
系
統
の
経
典
所
説
の
四
種
曼
荼
羅
と
は
概
念
的
に
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
と
述
べ
る）
25
（

。

つ
ま
り
空
海
は
、
四
種
類
の
曼
荼
羅
に
関
し
て
は
『
金
剛
頂
経
』
系
統
の
思
想
を
踏
襲
し
、
曼
荼
羅
と
い
う
語
義
に
つ
い
て
は
『
大
日

経
疏
』
の
説
に
依
拠
し
、
そ
れ
ら
の
思
想
か
ら
影
響
を
受
け
、
独
自
の
四
種
曼
荼
羅
思
想
を
構
築
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

七
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そ
れ
ら
空
海
の
四
種
曼
荼
羅
の
概
念
と
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
所
説
の
四
種
曼
荼
羅
を
対
比
し
て
み
た
い
。
四
種
曼
荼
羅
に
つ
い
て
最
も

体
系
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
『
即
身
成
仏
義
』
に
お
け
る
定
義
と
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
お
け
る
定
義
を
【
表
二
】
に
示
し
た
。

八

【
表
二
】

『
即
身
成
仏
義
』

『
四
種
曼
荼
羅
義
』

大
曼
荼
羅

一
一
の
仏
菩
薩
の
相
好
の
身
な
り
。
又
、
其
の
形
像
を

綵
画
す
る
を
大
曼
荼
羅
と
名
く）

21
（

。

画
造
の
諸
尊
に
於
て
は
、
五
大
の
色
を
以
て
影
像
を
画

作
す
る
は
大
曼
荼
羅）

27
（

。

三
昧
耶
曼
荼
羅

所
持
の
幖
幟
・
刀
剣
・
輪
宝
・
金
剛
・
蓮
華
等
の
類
、

是
れ
な
り
。
若
し
其
の
像
を
画
す
る
、
亦
是
れ
な
り）

28
（

。

所
持
の
刀
剣
・
蓮
華
等
を
造
す
る
は
三
昧
耶
曼
荼
羅）

29
（

。

法
曼
荼
羅

本
尊
の
種
子
真
言
な
り
。
若
し
其
の
種
子
の
字
を
各
お

の
本
位
に
書
く
、
是
れ
な
り）

31
（

。

三
十
七
尊
等
の
種
子
の
字
を
書
く
は
達
磨
曼
荼
羅）

31
（

。

羯
磨
曼
荼
羅

諸
仏
菩
薩
等
の
種
々
の
威
儀
事
業
、
若
し
く
は
鋳
、
若

し
く
は
捏
等
亦
是
な
り）

32
（

。

捏
・
鋳
・
刻
等
の
像
は
羯
磨
曼
荼
羅）

33
（

。

以
上
を
見
比
べ
る
と
、
空
海
の
考
え
て
い
た
四
種
曼
荼
羅
と
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
お
け
る
四
種
曼
荼
羅
は
、
同
等
の
定
義
と
見
做
す

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
曼
荼
羅
と
い
う
語
の
定
義
に
つ
い
て
も
対
比
さ
せ
て
み
た
い
。
上
述
し
た
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
概
念
を
対

比
さ
せ
る
と
左
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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こ
れ
も
一
見
し
て
、
空
海
が
示
し
て
い
る
曼
荼
羅
の
概
念
と
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
所
説
の
曼
荼
羅
の
概
念
は
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
空
海
は
様
々
な
経
典
・
論
書
の
思
想
を
組
み
合
わ
せ
て
四
種
曼
荼
羅
思
想
を
組
み
立
て
て
い
る
。
そ
の
た
め
、『
四

種
曼
荼
羅
義
』
が
空
海
の
著
作
を
参
考
に
し
た
の
か
、『
大
日
経
疏
』
な
ど
を
参
考
し
て
書
か
れ
た
も
の
な
の
か
断
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
し
か
し
、
訳
語
や
四
種
曼
荼
羅
の
定
義
な
ど
、
空
海
の
著
作
と
類
似
す
る
も
の
が
多
数
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
空
海
の
著
作

に
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
内
容
と
空
海
教
学
と
を
対
比
・
検
討
す
る
と

・『
四
種
曼
荼
羅
義
』
所
説
の
四
種
曼
荼
羅
は
、
空
海
が
示
す
四
種
曼
荼
羅
の
概
念
と
同
等
で
あ
る
。

・
訳
語
（
事
業
威
儀
な
ど
）
が
類
似
し
て
い
る
。

・
曼
荼
羅
の
定
義
が
類
似
し
て
い
る
。

・『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
説
明
は
、
簡
略
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
思
想
の
概
略
で
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
。

と
な
り
、
こ
れ
ら
四
点
を
以
っ
て
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
は
空
海
の
思
想
に
準
拠
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

九

【
表
三
】

空
海
の
諸
著
作
（
勝
又
説
）

『
四
種
曼
荼
羅
義
』

・
無
比
味
、
無
上
味

・
輪
円
満
足
（
輪
円
具
足
）

・
聚
集

・
発
生

・
醍
醐
上
味

・
壇

・
壇

・
輪
円
具
足

・
無
過
上
、
無
比
味
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三
、四
種
曼
荼
羅
各
具

四
種
曼
荼
羅
が
い
か
な
る
も
の
な
の
か
示
し
た
う
え
で
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
で
は
四
種
曼
荼
羅
に
関
す
る
様
々
な
教
理
が
説
か
れ
る
。

以
下
に
示
し
た
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
文
章
は
、
各
四
種
曼
荼
羅
が
他
の
三
曼
荼
羅
を
具
す
と
い
う
思
想
で
あ
る
。

問
ふ
、
四
種
曼
荼
羅
に
於
て
、
且
く
大
曼
荼
羅
の
所
に
於
て
三
昧
耶
曼
荼
羅
・
羯
磨
・
法
等
の
三
を
具
し
、
平
等
の
所
に
於
て
も
大

羯
法
の
三
曼
荼
羅
を
具
し
、
羯
磨
の
所
に
於
て
も
大
三
法
の
三
を
具
し
、
法
曼
荼
羅
の
所
に
於
て
も
大
三
羯
の
三
種
を
具
す
や
。

答
ふ
、
爾
な
り
。
こ
れ
を
具
せ
り
。

問
ふ
、
何
ん
が
こ
れ
を
具
す
。

答
ふ
、
大
曼
荼
羅
の
所
に
於
て
五
大
の
遍
ず
る
は
是
れ
三
昧
耶
な
り
。
手
足
等
の
威
儀
の
相
有
る
は
是
れ
羯
磨
な
り
。
軌
則
軌
持
の

義
有
る
は
是
れ
法
曼
荼
羅
な
り
。
三
昧
耶
の
所
に
於
て
五
大
の
色
有
る
は
大
な
り
。
屈
曲
威
儀
の
相
あ
る
は
羯
磨
な
り
。
軌
則
軌
持

の
義
有
る
は
法
曼
荼
羅
な
り
。
羯
磨
曼
荼
羅
の
所
に
於
て
、
五
大
の
色
は
大
な
り
。
此
の
五
大
の
遍
ず
る
は
三
昧
耶
な
り
。
軌
則
軌

持
有
る
は
即
ち
法
な
り
。
法
曼
荼
羅
の
所
に
於
て
、
五
大
の
色
は
則
ち
大
な
り
。
五
大
の
遍
ず
る
は
三
な
り
。
屈
曲
威
儀
の
相
あ
る

は
羯
磨
曼
荼
羅
な
り）

34
（

。

※
傍
線
筆
者
。
以
下
同
様
。

こ
の
よ
う
に
、
大
曼
荼
羅
に
三
・
羯
・
法
の
三
曼
荼
羅
、
三
昧
耶
曼
荼
羅
に
大
・
羯
・
法
の
三
曼
荼
羅
、
羯
磨
曼
荼
羅
に
大
・
三
・
法

の
三
曼
荼
羅
、
法
曼
荼
羅
に
大
・
三
・
羯
の
三
曼
荼
羅
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曼
荼
羅
が
他
の
三
曼
荼
羅
を
具
す
思
想
で
あ
る
。

こ
の
思
想
は
後
代
に
お
い
て
、い
わ
ゆ
る
同
体
の
四
曼
・
各
具
の
四
曼
と
い
う
思
想
に
該
当
す
る
考
え
方
で
あ
る）
35
（

。今
日
、『
即
身
成
仏
義
』

を
始
め
、
空
海
真
撰
の
著
作
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
別
体
の
四
曼
の
み
確
認
で
き
、
同
体
の
四
曼
の
思
想
は
確
認
で
き
な
い
。

一
〇
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し
か
し
、
空
海
の
口
伝
を
高
雄
僧
正
真
済
（
八
〇
〇
〜
八
六
〇
）
が
記
し
た
と
さ
れ
る
『
高
雄
口
決）
31
（

』
に
は

此
の
四
種
曼
荼
羅
は
各
、
互
い
に
具
足
す
。
大
曼
荼
羅
は
余
の
三
を
具
す
所
な
り
。
又
、
法
曼
荼
羅
も
余
の
三
曼
荼
羅
を
具
す
所
な

り）
37
（

。

と
い
う
よ
う
に
四
曼
各
具
の
思
想
が
見
受
け
ら
れ
る
。
口
決
で
あ
る
以
上
、『
高
雄
口
決
』
に
説
か
れ
る
内
容
が
、
す
な
わ
ち
空
海
の
思

想
で
あ
る
と
断
定
す
る
の
は
逡
巡
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。『
高
雄
口
決
』
そ
の
も
の
の
信
憑
性
が
判
然
と
し
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
こ
れ

以
上
の
言
及
を
避
け
た
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曼
荼
羅
が
他
の
三
曼
荼
羅
を
具
す
思
想
は
、
空
海
の
諸
著
作
中
で
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。『
即
身
成

仏
義
』
中
の
「
四
種
曼
荼
羅
各
不
離
」
や

字
と
は
法
曼
荼
羅
な
り
。
印
と
は
謂
く
種
種
の
幖
幟
即
ち
三
昧
耶
曼
荼
羅
な
り
。
形
と
は
相
好
具
足
の
身
即
ち
大
曼
荼
羅
な
り
。
此

の
三
種
の
身
に
各
お
の
威
儀
事
業
を
具
す
。
是
れ
羯
磨
曼
荼
羅
と
名
く）
38
（

。

と
い
う
文
章
を
以
っ
て
、
四
種
曼
荼
羅
各
具
（
同
体
の
四
曼
）
の
思
想
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
不
離
（
離
れ
な

い
こ
と
）
と
具
足
（
備
え
て
い
る
こ
と
）
は
、
同
様
の
概
念
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
解
釈
が
同
等
な
ら
ば
、
後
世
に
同
体
の

四
曼
・
別
体
の
四
曼
と
い
う
考
え
方
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
安
然
の
活
躍
す
る
頃
に
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
が
成
立
し
て
い
た
と
す
る
と
、
早
い
段
階
で
『
即
身
成
仏
義
』
の
四
種
曼
荼
羅

思
想
に
対
し
て
、
新
た
な
解
釈
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
一
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四
、三
宝
・
三
密
・
三
部
・
三
点
へ
の
配
当

『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
は
、
四
種
曼
荼
羅
に
三
宝
（
仏
宝
・
法
宝
・
僧
宝
）、
三
密
（
身
密
・
語
密
・
意
密
）、
三
部
（
仏
部
・
蓮
華
部
・

金
剛
部
）、
三
点
（
解
脱
点
・
法
身
点
・
般
若
点
）
を
配
当
す
る
思
想
が
見
受
け
ら
れ
る
。
原
文
を
逐
一
挙
げ
れ
ば
煩
雑
に
な
る
た
め
割

愛
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
当
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
表
の
よ
う
な
配
当
に
な
る
。

一
二

【
表
四
】

大
曼
荼
羅

仏
宝

身
密

仏
部

解
脱
点

法
曼
荼
羅

法
宝

語
密

蓮
華
部

法
身
点

三
昧
耶
曼
荼
羅

僧
宝

意
密

金
剛
部

般
若
点

羯
磨
曼
荼
羅

三
宝
全
て

し
か
し
な
が
ら
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
配
当
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
で
は
、

問
ふ
、
且
く
大
・
法
の
二
は
然
る
べ
し
。
何
が
故
に
か
三
昧
耶
は
僧
宝
に
相
当
す
る
。

答
ふ
、
僧
と
は
衆
の
義
な
り
。
亦
、
和
合
の
義
な
り
。
故
に
然
も
こ
れ
に
配
す
。

問
ふ
、
三
昧
耶
は
何
の
義
の
故
に
か
爾
か
云
ふ
。

答
ふ
、
五
大
と
は
衆
の
義
な
り
。
此
れ
一
味
平
等
に
し
て
乖
諍
無
く
、
而
も
和
合
す
る
故
に
似
て
相
当
す）
39
（

。
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と
い
う
理
論
を
提
示
し
て
い
る
。

大
曼
荼
羅
と
法
曼
荼
羅
に
つ
い
て
は
、「
然
る
べ
し
」
と
し
て
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。
三
昧
耶
曼
荼
羅
の
配
当
に
つ
い
て
、
僧
と
は
衆

や
和
合
の
意
味
が
あ
る
。
そ
し
て
、
五
大
は
衆
の
意
味
が
あ
り
一
味
平
等
で
争
い
（
乖
諍
）
が
な
く
和
合
す
る
か
ら
三
昧
耶
曼
荼
羅
に
配

当
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

僧
、
つ
ま
りsam
・gha

の
漢
訳
で
あ
る
衆
や
和
合
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
教
団
と
し
て
の
僧
伽
で
は
な
く
、
解
釈
を
広
げ

て
物
が
集
ま
っ
て
い
る
様
子
を
表
す
語
と
し
て
、衆
や
和
合
を
用
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
し
て
、三
昧
耶
（sam

aya

）
の
「
集
会
」

な
ど
の
意
味
を
と
っ
て
、
三
昧
耶
曼
荼
羅
に
僧
宝
を
配
当
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
四
種
曼
荼
羅
義
』
中
の
別
の
箇
所
で
三
昧
耶
曼
荼
羅
に
つ
い
て

答
ふ
、
此
の
地
等
の
五
種
、
一
切
処
に
遍
ず
る
が
故
に
大
と
曰
ふ
。
謂
く
平
等
曼
荼
羅
と
は
此
の
五
大
の
色
、
有
情
非
情
に
遍
じ
て

平
等
に
成
ず
る
が
故
に
平
等
曼
荼
羅
と
曰
ふ）
41
（

。

と
説
く
。
五
大
が
有
情
・
非
情
に
隔
て
な
く
平
等
に
遍
満
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
非
情
で
あ
る
諸
尊
の
持
物
に
も
五
大
が
平
等
に
備
わ
っ

て
い
る
か
ら
平
等
（
＝
三
昧
耶
）
曼
荼
羅
な
の
だ
と
い
う
解
説
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
三
昧
耶
曼
荼
羅
に
は
五
大
が
平
等
に
遍
満
し
、

そ
の
様
子
は
ま
さ
に
五
大
が
衆
・
和
合
・
集
会
し
て
い
る
（
寄
り
集
ま
っ
て
い
る
）
た
め
僧
法
に
配
当
す
る
と
い
う
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

次
に
羯
磨
曼
荼
羅
の
配
当
理
由
に
つ
い
て

問
ふ
、
羯
磨
は
何
な
る
義
辺
を
以
て
か
三
宝
に
通
ず
る
や
。

答
ふ
、
此
れ
則
ち
前
の
如
く
事
業
威
儀
の
義
な
り
。
其
の
事
業
と
作
業
・
業
用
の
義
な
り
。
仏
宝
の
法
然
と
し
て
五
大
の
所
成
な
る

は
是
れ
作
業
な
り
。
此
の
仏
宝
、
説
法
・
神
通
の
用
を
起
す
は
是
れ
業
用
な
り
。
法
宝
の
法
然
と
し
て
五
大
の
所
作
な
る
は
作
業
な

一
三
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り
。
此
れ
説
法
・
神
通
の
用
を
発
す
は
是
れ
業
用
な
り
。
僧
宝
も
亦
、
是
の
如
く
具
足
す
る
が
故
に
三
に
通
ず
る
と
云
ふ
。

問
ふ
、
仏
宝
に
法
僧
の
二
宝
を
具
す
る
に
據
ら
ば
法
僧
の
所
に
も
亦
、
仏
僧
と
法
仏
と
を
具
す
や
。

答
ふ
、
爾
な
り
。
こ
れ
を
具
す
。

問
ふ
、
意
何
ん
。

答
ふ
、
仏
宝
の
物
の
為
に
か
軌
則
・
軌
持
の
義
有
る
は
法
な
り
。
亦
、
五
大
の
所
造
な
る
は
僧
宝
な
り
。
法
宝
の
覚
了
の
義
は
是
れ

仏
な
り
。
五
大
の
所
成
な
る
は
僧
宝
な
り
。
僧
宝
の
覚
了
の
義
有
る
は
仏
な
り
。
軌
則
・
軌
持
の
義
あ
る
は
法
な
り）

41
（

。

と
い
う
問
答
が
な
さ
れ
る
。

大
ま
か
に
上
記
の
文
章
を
読
解
し
た
い
。
羯
磨
曼
荼
羅
が
三
宝
そ
れ
ぞ
れ
に
配
当
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
三
宝
が
五
大

所
成
で
あ
り
（
作
業
）
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
説
法
や
神
通
と
い
う
行
為
（
業
用
）
を
起
こ
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
三
宝
に
羯
磨
（
事
業
・
は
た
ら
き
）
が
あ
る
の
で
、
羯
磨
曼
荼
羅
が
そ
れ
ぞ
れ
の
三
宝
に
配
当
さ
れ
る
と
い
う
論
理
展
開
が
な
さ

れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
仏
宝
に
法
宝
・
僧
宝
、
法
宝
に
仏
宝
・
僧
宝
と
い
う
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
三
宝
に
他
の
二
宝
が
具
足
す
る
思
想
を
提
示
し
て

い
る
。
し
か
し
、
具
足
す
る
理
由
の
説
明
文
（
傍
線
部
）
は
、
前
記
の
問
答
と
重
複
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
以
上
『
四
種
曼
荼
羅
義
』

が
何
を
主
張
し
た
い
の
か
、
そ
の
深
層
を
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
と
い
え
る
。

次
に
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
で
は
、【
表
四
】
の
よ
う
に
三
密
・
三
部
・
三
点
の
配
当
が
紹
介
さ
れ
る
。
し
か
し
配
当
が
紹
介
さ
れ
る
の
み
で
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
配
当
を
す
る
か
に
つ
い
て
教
理
的
な
理
由
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

同
じ
数
字
の
術
語
同
士
を
語
呂
合
わ
せ
的
に
配
当
す
る
こ
と
は
、
仏
教
経
典
・
論
書
等
で
頻
繁
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
密
教

に
お
い
て
も
、
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
特
に
教
学
が
隆
盛
す
る
平
安
末
期
頃
か
ら
は
、
同
数
の
用
語
を
配
当
す
る
こ
と
は
度
々

目
に
す
る
手
法
で
あ
る
。

一
四
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空
海
の
著
作
で
は
、『
即
身
成
仏
義
』
中
の
二
頌
八
句
に
体
・
相
・
用
の
三
大
を
配
当
す
る
思
想
な
ど
、
他
の
思
想
同
士
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
同
数
の
用
語
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
滅
多
に
な
い
と
思
わ
れ
る
。
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
是
の
五
色
は
即
ち

是
れ
五
大
の
色
な
り）
42
（

」
と
い
う
よ
う
に
五
大
と
五
色
の
関
係
な
ど
、
配
当
の
根
拠
を
既
存
の
経
典
な
ど
に
依
拠
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
空
海
は
自
ら
の
教
理
を
構
築
す
る
た
め
に
他
の
思
想
同
士
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
同
数
の
用
語
で
あ
る
こ
と
を

理
由
と
し
て
、
意
識
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
あ
っ
た
と
し
て
も
限
ら
れ
て
お
り
、
論
の
核
心
的
な
も
の
と
は
言
え
な
い

と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
と
同
様
の
配
当
が
『
秘
蔵
記）
43
（

』
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は

三
部
を
以
て
三
点
に
宛
る
こ
と
如
何
。
蓮
華
部
を
ば
法
身
に
擬
し
、
金
剛
部
を
ば
般
若
に
擬
し
、
仏
部
を
ば
解
脱
に
擬
す）
44
（

。

と
い
う
、
三
部
に
三
点
を
配
当
す
る
記
述
で
あ
る
。『
四
種
曼
荼
羅
義
』
と
同
様
の
配
当
で
あ
る
が
、『
秘
蔵
記
』
も
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
配

当
を
す
る
の
か
詳
し
い
解
説
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

『
秘
蔵
記
』
も
空
海
撰
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
の
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
同
様
に
後
世
の
者
が
著
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
秘
蔵
記
』

の
成
立
年
代
を
確
定
す
る
要
素
は
乏
し
く
、
流
動
的
で
あ
る
が
少
な
く
と
も
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
書
写
の
仁
和
寺
所
蔵
の
写
本
が
存

在
す
る
た
め
、
そ
れ
以
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う）
45
（

。
け
れ
ど
も
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
と
『
秘
蔵
記
』
は
、
両
書
と

も
に
確
定
し
た
成
立
年
代
が
わ
か
ら
な
い
以
上
、
こ
の
配
当
が
い
ず
れ
の
著
作
に
お
い
て
先
行
さ
れ
た
か
考
察
す
る
こ
と
は
、
仮
定
に
過

ぎ
な
い
た
め
、こ
こ
で
は
『
秘
蔵
記
』
に
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
と
同
様
の
配
当
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
て
お
き
た
い
。

一
五
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五
、四
種
法
身
へ
の
配
当

『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
は
、
続
い
て
四
種
曼
荼
羅
に
四
種
法
身
を
配
当
す
る
思
想
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
そ
の
配
当
を
紹
介
す
れ

ば
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「
初
重
」

法
曼
荼
羅
→
自
性
身

大
曼
荼
羅
→
受
用
身

羯
磨
曼
荼
羅
→
変
化
身

三
昧
耶
曼
荼
羅
→
等
流
身

「
二
重
」

大
曼
荼
羅
→
自
性
身

三
昧
耶
曼
荼
羅
→
受
用
身

羯
磨
曼
荼
羅
→
変
化
身

法
曼
荼
羅
→
等
流
身

「
三
重
」

三
昧
耶
曼
荼
羅
→
自
性
身

法
曼
荼
羅
→
受
用
身

一
六
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大
曼
荼
羅
→
変
化
身

羯
磨
曼
荼
羅
→
等
流
身

ま
ず
、
初
重
の
配
当
理
由
に
つ
い
て

問
ふ
、
何
が
故
に
か
初
重
に
は
法
曼
荼
羅
を
ま
さ
に
自
性
身
に
当
つ
べ
し
や
。
余
も
亦
、
然
り
。

答
ふ
、
自
性
身
は
則
ち
法
身
な
る
が
故
に
、
法
曼
荼
羅
は
自
性
身
に
当
る
。
大
曼
荼
羅
は
自
受
用
、
他
受
用
の
二
義
を
具
す
る
が
故

に
。
羯
磨
は
即
ち
業
用
の
義
の
故
に
。
三
昧
耶
は
平
等
類
の
義
な
り）
41
（

。

と
い
う
解
説
を
な
し
て
い
る
。
ま
と
め
る
と

・
法
曼
荼
羅
へ
の
配
当
に
つ
い
て
、
自
性
身
は
法
身
で
あ
る
た
め
。

・
大
曼
荼
羅
へ
の
配
当
に
つ
い
て
、
自
受
用
、
他
受
用
の
二
義
が
あ
る
た
め
。

・
羯
磨
曼
荼
羅
へ
の
配
当
に
つ
い
て
、
羯
磨
に
業
用
の
意
味
が
あ
る
た
め
。

・
三
昧
耶
曼
荼
羅
へ
の
配
当
に
つ
い
て
、
平
等
［
流
］
類
の
意
味
が
あ
る
た
め）
47
（

。

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
当
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
説
明
で
配
当
の
理
由
が
明
確
に
な
っ
た
と
は
言
い
難
い
。

次
に
二
重
、
三
重
の
配
当
理
由
が
述
べ
ら
れ
る
。

問
ふ
、
後
の
二
重
の
意
、
何
ん
。

答
ふ
、
第
二
重
に
は
大
曼
荼
羅
を
亦
、
法
身
と
名
く
。
法
身
は
即
ち
自
性
身
な
る
が
故
に
。
三
昧
耶
は
自
性
身
の
受
用
す
る
所
な
る

が
故
に
。
羯
磨
は
業
用
即
ち
変
化
な
る
が
故
に
。
法
曼
荼
羅
は
平
等
流
出
の
義
有
る
が
故
に
。
第
三
重
に
は
、
三
昧
耶
は
法
界
体
性

一
七
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の
故
に
自
性
な
り
。
法
曼
荼
羅
は
大
曼
荼
羅
身
の
受
用
す
る
所
な
る
が
故
に
受
用
な
り
。
大
曼
荼
羅
と
は
よ
く
変
化
を
発
す
る
が
故

に
変
化
な
り
。
羯
磨
は
業
用
即
ち
等
流
の
故
に
等
流
身
に
当
る
な
り）
48
（

。

こ
の
文
章
も
初
重
同
様
に
、
極
め
て
簡
潔
に
配
当
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
配
当
理
由
を
深
く
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
三
、三
宝
・
三
密
・
三
部
・
三
点
へ
の
配
当
」
で
論
述
し
た
こ
と
と
同
様
に
、
こ
れ
も
同
数
の
用
語
を
配
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
詳
細
な
教
理
的
説
明
は
行
わ
れ
ず
、
簡
潔
に
配
当
が
紹
介
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。『
四
種
曼
荼
羅
義
』
が
『
弘
法
大
師
全
集
』
に
お

い
て
見
開
き
四
頁
程
度
の
分
量
の
著
作
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、種
々
の
配
当
が
占
め
る
分
量
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
る
。
あ
る
意
味
、

配
当
を
説
く
の
が
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
特
徴
と
も
言
え
る
。

六
、
壇
の
種
類
に
つ
い
て

様
々
な
思
想
や
配
当
が
提
示
さ
れ
て
き
た
が
、
終
盤
で
は
壇
の
種
類
に
つ
い
て
の
問
答
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
問
答
は
、『
四

種
曼
荼
羅
義
』
の
前
半
部
分
に
あ
る
、
曼
荼
羅
の
梵
漢
の
異
名
を
述
べ
た
箇
所
を
さ
ら
に
詳
述
し
た
よ
う
に
思
え
る
。
前
半
部
分
で

問
ふ
、
坦
然
と
し
て
平
な
り
と
は
何
ぞ
。
輪
円
具
足
と
は
何
ぞ
や
。

答
ふ
、
坦
然
と
は
西
国
の
俗
法
、
天
尊
等
を
祭
る
に
土
を
封
じ
て
平
な
ら
し
む
る
を
壇
と
し
、
輪
円
と
は
し
ば
ら
く
車
輪
の
轂
・
輞
・

輻
具
し
て
後
一
輪
を
成
す
。
一
物
を
も
欠
す
れ
ば
輪
な
ら
ざ
る
が
如
し
。
故
に
具
足
と
云
ふ）
49
（

。

と
い
う
問
答
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
答
の
後
、
様
々
な
思
想
や
配
当
が
説
か
れ
、
巻
末
に
近
い
終
盤
で

一
八
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問
ふ
、
檀
［
壇
］
の
義
に
於
て
坦
然
と
し
て
平
な
り
と
は
何
ん
。

答
ふ
、
世
人
、
処
に
住
し
て
天
神
等
を
祭
る
に
土
を
封
じ
て
平
な
ら
せ
し
む
る
。
是
れ
な
り）
51
（

。

と
い
う
問
答
が
登
場
す
る
。
一
つ
の
著
作
中
に
内
容
が
重
複
し
て
い
る
問
答
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
は
精
緻
な

教
理
的
論
書
と
は
、
い
さ
さ
か
性
格
を
異
に
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

問
ふ
、
壇
の
形
に
於
て
若
し
種
有
り
や
。

答
ふ
、
有
り
。

問
ふ
、
何
ん
。

答
ふ
、
且
く
大
日
経
に
據
ら
ば
方
・
円
・
三
角
・
半
月
形
の
四
種
有
り
。
金
剛
頂
に
は
円
・
方
・
三
角
・
蓮
華
形
・
金
剛
形
の
五
種

等
の
相
を
説
く
。

問
ふ
、
若
し
此
を
以
て
何
物
に
か
相
当
す
る
。

答
ふ
、
且
く
五
輪
に
相
配
す
。

問
ふ
、
何
ん
。

答
ふ
、
方
は
地
大
、
則
ち
平
等
の
義
な
り
。
円
は
水
大
、
円
満
無
欠
少
の
義
な
り
。
三
角
は
火
大
、
猛
利
の
義
な
り
。
半
月
は
風
大
、

即
ち
大
力
の
義
、
亦
損
破
の
義
な
り
。

問
ふ
、
四
種
、
五
種
に
相
当
す
る
こ
と
何
ん
。

答
ふ
、
息
災
・
増
益
・
降
伏
・
鉤
召
、
心
を
以
て
当
つ
べ
し
。
亦
、
五
大
に
当
る
。
空
は
［
脱
文
］
円
水
の
故
に
列
挙
す）
51
（

。

一
九



20

大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
　
第
四
十
一
号

二
〇

と
い
っ
た
よ
う
に
、
四
種
な
い
し
五
種
の
修
法
壇
の
種
類
が
説
か
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
息
災
・
増
益
・
降
伏
・
鉤
召
の
い
わ
ゆ
る
四
種
法

が
紹
介
さ
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
壇
が
い
ず
れ
の
修
法
に
配
当
さ
れ
る
の
か
詳
述
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
四
種
類
の
壇
（『
大
日
経
』
の
説
）
を
五
輪
（
五
大
）
に
配
当
す
る
よ
う
な
文
章
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
四
種
類
の
壇
を
用
い

た
た
め
か
空
大
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
し
て
、
括
弧
で
［
脱
文
］
と
示
し
た
箇
所
に
脱
文
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）
52
（

。
そ
の
箇
所
に
「
空
は
…
」
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
空
大

の
配
当
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
っ
た
の
か
、
少
々
文
章
と
し
て
の
不
備
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
他
の
箇
所
で
も
文
章
の
重
複
が
確
認
で
き
る
。
成
立
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
の
か
、
成
立
当
初
の
『
四
種
曼
荼
羅

義
』
の
内
容
や
、
構
成
上
の
変
遷
は
一
考
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

ま
と
め

『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
思
想
を
検
討
し
、
い
く
つ
か
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

ま
ず
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
説
か
れ
る
四
種
曼
荼
羅
の
概
念
は
、
空
海
の
四
種
曼
荼
羅
観
と
同
じ
で
あ
る
。
訳
語
や
四
種
曼
荼
羅
の

定
義
等
々
を
比
較
す
る
と
、
空
海
の
著
作
群
に
み
ら
れ
る
思
想
を
意
識
し
て
構
築
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
空
海
の
思

想
を
そ
の
ま
ま
略
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
同
数
の
用
語
同
士
を
組
み
合
わ
せ
て
配
当
す
る
手
法
を
用
い
て
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
独
自

の
思
想
も
打
ち
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
体
を
通
し
て
略
述
的
で
あ
り
、
綿
密
に
練
ら
れ
た
教
理
を
、
経
典
な
ど
の
引
用
を
交
え
て
展
開
す
る
著
作
で
は
な
い
こ
と
が

判
っ
た
。
四
種
曼
荼
羅
の
梵
漢
の
異
名
や
配
当
な
ど
を
紹
介
す
る
程
度
で
、
詳
し
い
理
由
な
ど
は
実
に
簡
単
に
済
ま
さ
れ
て
い
る
。
特
に

他
の
空
海
の
著
作
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
内
容
の
粗
略
さ
は
、
空
海
御
作
と
考
え
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
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二
一

よ
っ
て
、
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
評
価
す
れ
ば
「
空
海
の
思
想
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
独
自
の
思
想
が
展
開
さ
れ
る
著
作
」

と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
は
、
安
然
が
活
躍
す
る
以
前
に
は
成
立
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
時
代
は
事
相
面
が
発

展
し
、
教
学
的
著
作
が
乏
し
い
時
代
と
も
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』
は
、
空
海
の
著
作
を
意
識
し
た
形
跡
が
窺
え
る

し
、
後
世
の
教
学
的
著
作
と
比
較
し
て
粗
略
な
が
ら
種
々
の
用
語
を
配
当
す
る
思
想
を
確
認
で
き
る
。
別
言
す
れ
ば
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』

は
当
時
の
人
々
が
空
海
の
著
作
を
学
び
、
空
海
教
学
に
対
し
て
自
ら
の
解
釈
を
施
し
た
著
作
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
を
捉
え
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
密
に
お
い
て
教
学
が
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
当
時

の
教
学
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
決
定
付
け
る
こ
と
は
早
計
で
は
あ
る
が
、
済
暹
ま
で
空
海
の
著
作
を
修
学
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
い
う
定
説
は
、
検
討
の
余
地
が
出
て
き
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

註
（1）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
、『
大
正
蔵
』）
一
八
・
一
上
〜
五
五
上

（2）
『
大
正
蔵
』
一
八
・
二
〇
七
上
〜
二
二
三
上

（3）
『
弘
法
大
師
全
集
』（
以
下
、『
弘
全
』）
一
・
五
〇
六
〜
五
二
〇

『
即
身
成
仏
義
』
の
撰
者
に
つ
い
て
空
海
真
撰
を
疑
う
偽
撰
説
が
存
在
す
る
。

古
く
は
島
地
大
等
師
の
『
日
本
仏
教
教
学
史
』（
中
山
書
房　

一
九
三
三
年
）
に
端
を
発
す
る
問
題
で
あ
る
。
そ
の
後
、
島
地
師

の
主
張
は
不
備
が
あ
る
こ
と
を
勝
又
俊
教
師
な
ど
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

現
在
で
は
大
久
保
良
峻
師
が
『
台
密
教
学
の
研
究
』（
法
蔵
館　

二
〇
〇
四
年
）
で
偽
撰
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
他
、

竹
内
信
夫
氏
が
『
空
海
の
思
想
』（
精
興
社　

二
〇
一
四
年
）
に
お
い
て
空
海
の
書
い
て
い
な
い
文
章
（
後
世
の
者
の
メ
モ
な
ど
）

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
大
久
保
師
の
説
は
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二
二

・�『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
惣
録
』（『
大
正
蔵
』
五
五
・
一
一
一
三
中
〜
一
一
三
二
下
。
以
下
、『
八
家
秘
録
』）
に
「
真
言
宗
即
身

成
仏
義
四
種
曼
荼
羅
義
文
字
実
相
義
一
巻
（『
大
正
蔵
』
五
五
・
一
一
一
六
中
）」
と
い
う
よ
う
に
撰
者
名
を
明
か
さ
ず
に
記
し
て

い
る
こ
と
。

・�
安
然
の
著
作
で
、『
即
身
成
仏
義
』
を
引
用
す
る
際
に
撰
者
名
を
明
か
し
て
い
な
い
こ
と
。

・�

ま
た
、
安
然
の
引
用
す
る
『
声
字
実
相
義
』
の
な
か
で
、「
即
身
義
の
中
に
釈
す
る
が
如
し
」
と
い
う
文
言
が
写
本
に
よ
っ
て
は

み
ら
れ
な
い
こ
と
（『
即
身
成
仏
義
』
が
後
世
に
成
立
し
て
、
そ
の
文
言
が
加
筆
さ
れ
た
）。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
筆
者
と
し
て
は
以
下
の
四
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
、
大
久
保
師
の
主
張
に
疑
問
を
呈
し
た
い
。

・�

ま
ず
、『
八
家
秘
録
』に
て「
真
言
宗
即
身
成
仏
義
四
種
曼
荼
羅
義
文
字
実
相
義
一
巻
」と
い
っ
た
よ
う
に
セ
ッ
ト
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

空
海
の
真
撰
ま
た
は
、
真
撰
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
共
通
性
が
あ
る
。
空
海
の
著
作
で
あ
る
と
認
識
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
表
記
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

・�『
八
家
秘
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
入
唐
八
家
の
う
ち
誰
か
の
著
作
で
あ
る
。
逆
に
空
海
で
な
け
れ
ば
、
一
体

誰
な
の
か
具
体
的
か
つ
可
能
性
を
も
っ
た
人
物
が
想
定
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
、
確
証
は
な
い
が
安
然
に
は
空
海
の
著
作
で
あ

る
と
の
認
識
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

・�

安
然
の
著
作
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
名
も
無
き
僧
が
造
作
し
た
書
物
や
、
撰
者
不
明
の
書
物
を
闇
雲
に
引
用

す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

・�

安
然
は
『
弁
顕
密
二
教
論
』（『
弘
全
』
一
・
四
七
四
〜
五
〇
五
）
が
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
の
か
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
重
要

な
著
作
で
あ
る
『
弁
顕
密
二
教
論
』
を
一
切
、
引
用
等
々
を
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
当
時
、
他
宗
派
の
著
作
を
入
手
す
る
こ
と

は
、
困
難
だ
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
を
鑑
み
れ
ば
撰
述
者
に
確
証
が
持
て
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
竹
内
信
夫
氏
は
現
行
の
『
即
身
成
仏
義
』
に
つ
い
て
、
後
世
の
者
の
覚
書
な
ど
が
混
入
し
て
現
在
の
形
に
な
っ
た
と
の
意

見
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
術
書
で
な
い
た
め
明
確
な
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
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二
三

た
だ
し
、
個
人
的
な
見
解
と
し
て
『
即
身
成
仏
義
』
の
写
本
の
所
持
者
が
覚
書
を
加
筆
し
て
い
き
現
行
の
『
即
身
成
仏
義
』
が
成

立
し
た
な
ら
ば
、
内
容
の
増
減
が
あ
る
類
本
や
異
本
が
存
在
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
行
為
が
行
わ
れ
て

い
た
の
な
ら
ば
、
現
行
本
が
一
本
し
か
な
い
こ
と
に
少
な
か
ら
ず
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。

以
上
の
こ
と
を
以
っ
て
、『
即
身
成
仏
義
』
は
空
海
の
真
撰
で
あ
る
と
す
る
の
が
、
現
時
点
で
素
直
な
考
え
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
ま
で
の
伝
来
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
否
定
す
る
だ
け
の
客
観
的
事
実
と
、
空
海
で
な
け
れ
ば
一
体
誰
が
即
身
成
仏
思
想
を
構
築
で
き

得
る
か
を
特
定
し
た
う
え
で
、
初
め
て
真
撰
が
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
当
論
で
は
、『
即
身
成
仏
義
』
を
空
海
真
撰
の
書
と
し

た
う
え
で
論
を
進
め
た
い
。

（4）
『
弘
全
』
四
・
二
五
〇
〜
二
五
八

（5）
先
行
研
究
と
し
て

・�

真
保
竜
敞
「
四
種
曼
荼
羅
義
の
成
立
に
つ
い
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
十
九
巻　

第
一
号　

日
本
印
度
学
仏
教
学
会　

一
九
七
〇
年　

二
九
二
〜
二
九
五
頁

・�

勝
又
俊
教
『
弘
法
大
師
の
思
想
と
そ
の
源
流
』
山
喜
房
仏
書
林　

一
九
八
一
年　

一
三
五
〜
一
七
八
頁

・�

松
﨑
惠
水
「『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
つ
い
て
」『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
七
二
輯　

一
九
八
六
年　

七
九
〜
九
〇
頁
（
同
著
『
平

安
密
教
の
研
究
―
―
興
教
大
師
覚
鑁
を
中
心
と
し
て
―
―
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
二
年　

一
四
三
〜
一
六
一
頁
に
も
掲
載
。）

・�

別
所
弘
淳
「
安
然
引
用
の
『
即
身
成
仏
義
』・『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
つ
い
て
」『
現
代
密
教
』
第
二
六
号　

二
〇
一
五
年　

一
四
九
〜
一
六
五
頁

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（6）
『
弘
全
』
四
・
二
五
九
〜
二
七
一

（7）
『
弘
全
』
四
・
二
六
八

（8）
『
弘
全
』
四
・
二
六
九
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（9）
現
在
、『
四
種
曼
荼
羅
義
』と『
四
種
曼
荼
羅
義
口
決
』の
成
立
の
前
後
関
係
は
、未
解
明
な
部
分
が
多
く
、流
動
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

増
広
や
補
論
と
い
う
用
語
を
用
い
る
の
は
、
相
応
し
く
な
い
。
そ
の
た
め
当
論
で
は
、
便
宜
上
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
が
成
立
し
た
後

に
『
四
種
曼
荼
羅
義
口
決
』
が
成
立
し
た
こ
と
に
し
て
論
を
進
め
た
い
。

（10）
『
弘
全
』
四
・
二
五
〇

（11）
『
弘
全
』
四
・
二
五
一

（12）
『
弘
全
』
一
・
一
二
五
〜
四
一
五

（13）
『
弘
全
』
四
・
二
五
〇
〜
二
五
一

（14）
『
弘
全
』
二
・
一
五
四
〜
一
七
三

（15）
『
弘
全
』
二
・
七
四
〜
一
三
一

（16）
『
弘
全
』
一
・
五
九
三
〜
六
一
一

（17）
勝
又
俊
教
『
弘
法
大
師
の
思
想
と
そ
の
源
流
』
山
喜
房
仏
書
林　

一
九
八
一
年　

一
四
〇
頁

（18）
『
大
正
蔵
』
三
九
・
五
七
九
上
〜
七
八
九
下
（
具
名
『
大
毘
盧
遮
那
加
持
経
疏
』）

（19）
勝
又
俊
教
『
弘
法
大
師
の
思
想
と
そ
の
源
流
』
山
喜
房
仏
書
林　

一
九
八
一
年　

一
四
七
頁

（20）
『
弘
全
』
一
・
五
一
二

（21）
空
海
は
三
曼
荼
羅
に
そ
れ
ぞ
れ
威
儀
事
業
を
具
す
（
羯
磨
・
働
き
を
有
し
て
い
る
）
と
し
て
、『
大
日
経
』
の
引
用
文
か
ら
四
種
曼

荼
羅
を
見
出
し
て
い
る
。（
通
三
羯
磨
）

（22）
『
大
正
蔵
』
十
八
・
二
八
四
下
〜
二
八
七
下

（23）
『
大
正
蔵
』
十
九
・
六
〇
七
上
〜
六
一
一
上

（24）
『
大
正
蔵
』
十
八
・
八
九
八
下
〜
九
〇
〇
上

（25）
勝
又
俊
教
『
弘
法
大
師
の
思
想
と
そ
の
源
流
』
山
喜
房
仏
書
林　

一
九
八
一
年　

一
四
八
頁

二
四
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（26）
『
弘
全
』
一
・
五
一
二

（27）
『
弘
全
』
四
・
二
五
一

（28）
『
弘
全
』
一
・
五
一
二
〜
五
一
三

（29）
『
弘
全
』
四
・
二
五
一

（30）
『
弘
全
』
一
・
五
一
三

（31）
『
弘
全
』
四
・
二
五
一

（32）
『
弘
全
』
一
・
五
一
三

（33）
『
弘
全
』
四
・
二
五
一

（34）
『
弘
全
』
四
・
二
五
二
〜
二
五
三

（35）
『
密
教
大
辞
典
』「
四
曼
相
大
」
の
解
説
に
お
い
て
、
同
体
別
体
の
四
曼
が
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
調
べ
で
は
、
同
体
の
四
曼
・

別
体
の
四
曼
が
成
立
し
得
る
概
念
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
も
の
の
、
同
体
の
四
曼
・
別
体
の
四
曼
と
い
う
用
語
を
セ
ッ
ト
で
扱
っ
て
い
る
初

出
は
、
道
範
（
一
一
七
八
〜
一
二
五
二
）
撰
『
貞
応
抄
』（『
大
正
蔵
』
七
七
・
六
九
七
中
〜
七
一
四
下
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（36）
『
大
正
蔵
』
七
八
・
三
二
上
〜
三
七
下

（37）
『
大
正
蔵
』
七
八
・
三
六
下

（38）
『
弘
全
』
一
・
五
一
二

（39）
『
弘
全
』
四
・
二
五
三

（40）
『
弘
全
』
四
・
二
五
一

（41）
『
弘
全
』
四
・
二
五
三
〜
二
五
四

（42）
『
声
字
実
相
義
』（『
弘
全
』
一
・
五
二
七
）

（43）
『
弘
全
』
二
・
一
〜
七
三

二
五
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（44）
『
弘
全
』
二
・
七

（45）
こ
の
写
本
に
つ
い
て
は
、
大
沢
聖
寛
『
仁
和
寺
蔵
本　

秘
蔵
記　

翻
刻
・
校
訂
・
現
代
語
訳
』
ノ
ン
ブ
ル
社　

二
〇
〇
九
年
に
お
い

て
影
印
と
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
秘
蔵
記
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
著
名
な
も
の
で

・�

向
井
隆
健
「『
秘
蔵
記
』
成
立
考
」『
密
教
学
研
究
』
第
一
五
号　

日
本
密
教
学
会
事
務
局　

一
九
八
三
年　

五
三
〜
六
七
頁

・�

密
教
文
化
研
究
所　

弘
法
大
師
著
作
研
究
会
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
五
巻　

密
教
文
化
研
究
所　

一
九
九
三
年　

三
七
三
〜

三
八
〇
頁
（
甲
田
宥
吽�

記
）

・�

米
田
弘
仁
「『
秘
蔵
記
』
の
成
立
年
代
」『
密
教
文
化
』
第
一
八
六
号　

密
教
研
究
会　

一
九
九
四
年　

六
七
〜
九
三
頁

・�

大
沢
聖
寛
「
秘
蔵
記
の
成
立
年
代
再
考
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
七
巻�

第
二
号　

日
本
印
度
学
仏
教
学
会　

一
九
九
九
年

六
二
三
〜
六
二
七
頁

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

い
ず
れ
の
説
も
、
下
限
年
代
と
上
限
年
代
に
五
十
年
か
ら
百
年
近
く
の
開
き
が
あ
っ
た
り
、『
秘
蔵
記
』
の
引
用
が
確
認
で
き
る

文
献
の
信
憑
性
や
成
立
年
代
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
り
と
流
動
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
確
実
に
成
立
し
た
と
い
え
る
、
仁

和
寺
所
蔵
本
の
書
写
年
次
で
あ
る
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
を
『
秘
蔵
記
』
の
成
立
年
代
と
し
て
お
き
た
い
。

（46）
『
弘
全
』
四
・
二
五
五

（47）
『
四
種
曼
荼
羅
義
口
決
』
で
は
、「
平
等
類
」
で
は
な
く
「
平
等
流
類
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、［
流
］
を
補
っ
た
。

（48）
『
弘
全
』
四
・
二
五
五

（49）
『
弘
全
』
四
・
二
五
〇
〜
二
五
一

（50）
『
弘
全
』
四
・
二
五
七

（51）
『
弘
全
』
四
・
二
五
七

二
六
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（52）
『
弘
全
』
第
四
輯
・
二
五
七
頁
の
上
部
欄
外
に
「
空
者
下
恐
有
脱
文
」
と
の
注
記
が
あ
る
。

二
七


